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  予測不能の時代です。 

  我々は、既に知っていることを活用できなければ、行き当たりばったりになります。し

かし、知っていることを活用するだけでは、過去にとらわれて未来が創れません。新たなこ

とを試して、学ぶ、即ち、実験と学習が大事なのです。既知のことを活用することと、未知

のことに踏みだすことは、どちらも大事で、両者に正面から向き合う以外に我々には道はあ

りません。 

 このように予測不能な変化に立ち向かうのは楽ではありません。だから前向きな精神的

エネルギーが必要です。しかし，変化に前向きに立ち向かうのは，それに見合う，やりがい、

成長、生産性、品質、そして創造性を伴うものです。 

 私の周りを見ると、この２０年、熱意や職場のつながりがなくても、仕組みによって仕事

が回る組織づくりの努力がなされてきました。そして、これにはある程度、成功してきたと

思います。 

 しかし、これには副作用もありました。即ち、熱意もなく、つながりも薄い人たちが、過

去につくられた仕組み通りに仕事をする組織になっている面があると思います。 

 その証拠にギャラップ社の調査では、日本企業の熱意のある社員の比率は 5％という低さ

です。さらにコロナによって、状況は悪化していることが懸念されます。 

 このような組織では、この変化の時代に適応できません。この変化に立ち向かう熱意やつ

ながりある人や組織をつくるのは、我々が次世代への残すべき責務だと私は思っています。

それこそが「幸せ/ウエルビーイング」の本質でもあります。 

 私は、多くの人たちのご協力を得て、最先端のテクノロジーにより収集した 1000 万日を

越えるデータで、幸せで生産的な人間・組織を研究してしました。これを活用し、前向きな

熱意でつながりあう人と組織をいかに醸成するかを長年研究してきました。 

 いよいよ、実組織で大きな効果を発揮できる段階になりました。このために、ハピネスプ

ラネットという企業を３年前にスタートアップしました。 

 この講演では、この新時代の人と組織、マネジメントとそのためのテクノロジーについて

お話します。 
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